
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：阿賀野バイパス１７工区改良その１３

工事
�２ 発 注 者：国土交通省北陸地方整備局新潟国

道事務所
�３ 工事場所：新潟県阿賀野市山口から窪川原地先
�４ 工 期：平成２６年３月２５日～

平成２７年３月１０日（３５１日間）
本工事は、国道４９号線における阿賀野市街地の
交通混雑緩和と市街地沿道の騒音・振動低減によ
る沿道の環境改善を目的に進めている工事で、プレ
ロード盛土約６００００ｍ３を行った工事である。

２．現場における問題点

盛土に使用する材料については、集中豪雨によ
る出水から被害を防止するため、災害対策として
進められている信濃川の河道掘削工事より搬出さ
れる掘削土（砂質土）を利用する設計となってお
り、施工にあたり掘削土の土質性状と特性につい
て把握し、特性に応じた施工と品質管理について
の検討・工夫が必要とされた。

３．工夫・改善点と適用結果

上記の課題について検討するため、施工に先立

ち盛土材料の土質試験を行った。
土質試験の結果から、最適含水比は１４．４％、自
然含水比については、１１．６％と２．８％乾燥側の試
験結果となった。
次に路体としての品質を確保した盛土を施工す
るため、捲出し厚・転圧回数を決定するための試
験盛土を行った。試験盛土は、捲出し厚さ３３cm
と３５cmの２パターンで、転圧回数４回・５回・
６回の転圧３種類で実施しそれぞれの沈下量測定
と締め固め密度の測定から最適な捲出し厚と転圧
回数を決定することにした。
試験盛土の結果は（表―１）の通り。

表―１ 試験盛土測定表

試験盛土結果より、３５cm捲出しでは仕上がり
厚さが３０cm以下にならないため、捲出し厚さ３３
cmの４回転圧で施工する事にした。
なお、６回以上の転圧では管理基準値９０％に満
たない８７．７％（３点平均８９．５％）と転圧回数を増や
すと締め固め度が低下する結果となったことから、
転圧回数が増えると締め固め度が低下する性質が
あるため、転圧回数管理を確実に行う施工管理が
求められた事、盛土時期が乾燥しやすい真夏とな
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ったことから、盛土材料の乾燥による含水比の低
下から締め固め密度不足となることへの対策も必
要となり、こまめな散水と含水比管理に努めた。
転圧回数管理については、６回以上で発生する
オーバーコンパクションによる締固め密度の低下
を防止するため、４回転圧を完了した範囲はカ
ラーコーンと転圧完了表示板で完了区域の区画表
示を行い、過転圧による締固め度の低下を防止し
た。
また、盛土材料の品質管理として、受け入れた
材の含水比を簡易水分計（DM―１８）で測定し、施
工当日の盛土材としての使用可否を判断した。
なお、最適含水比より乾燥している場合は、散
水車により盛土材の含水比調整を行い、最適含水
比に近い状態で締め固めを行うことで、平均締固
め密度９５．２％の盛土を行うことが出来た。
また、利用した盛土材は砂質土のため、風によ
り飛散し周辺耕作地への農作物に悪影響を与える
ため、散水は飛砂防止の効果も有り有効だった（図
―１）。

図―１ 散水による含水比調整

その他の問題点として、砂質土での盛土のため、
降雨による盛土材の流失や法面の崩壊や浸食の発
生が懸念されたため、豪雨等により法面が崩壊し、
現場周辺の田圃や用水路・排水路に土砂が流入し
ないよう対策が必要であった。
対策として、発注者と協議の上、別途現場より
発生した粘性土質の掘削土を用いて、図―２のよ
うに法面及び盛土天端を被覆し、降雨等による浸
食と崩壊防止を図ることとした。
なお、盛土高さが１０ｍ程あったことから、粘性
土質による法面の被覆は、施工するバックホウの

作業半径の関係から、２回に分け盛土と粘性土質
による法面被覆を行った。
最終の盛土天端は、粘性土質による被覆と併せ
て２％の横断勾配を付け施工した後、さらに盛土
路肩周囲には、雨水を集積排水する土側溝（図―
３）を設置し、排水管により盛土法尻迄導水して
から排水する構造として、雨水による法面のイロ
―ジョン防止と崩壊・侵食の防止に努めた。
その結果、検査終了後１年近く経過した現在も
雨水によるイロ―ジョンや崩壊が発生することな
く、雑草も生え完成時の出来形を維持しており、
今後施工となる別途工事等への影響もないものと
なっている。

図―２ 被覆施工断面

図―３ 盛土天端土側溝

４．おわりに

今回の工事は盛土が約６万m３となる工事であ
り、盛土材が河道掘削工事の利用土の上、軟弱地
盤での盛土から盛土速度が０．１m/day の制約もあ
り、盛土材の混在を防ぎ、盛土の品質を確保する
ため、河道掘削工事業者各々との土砂搬入に関す
る連絡調整に苦労したが、盛土材料の特性を把握
し工夫した施工に努めた結果、高品質な施工が出
来たと思う。
最後に完成後、盛土法尻から浸透水が見られた
ことから、土側溝を掘ることで対処したが、砂質
土系による盛土の場合は、盛土前に吸水管等の対
応を行いたいと考えています。

－２７６－


